
能古博物館だより 2010年 (平成22年ン喝

ヽ
―く
十ヽ
・

ヽ
　
ヽ

立
ち
は
だ
か
る
「冬
の
時
代
」

二
の
足
踏
む
リ
ピ
ー
タ
ー

博
多
湾
の
「オ
キ
ュ
ー
ト
が
ま
ず
く
な
っ
た
」

理
事
長
兼
館
長

２
０
０
９
（平
成
２２
）
年
度
の
入
館
者
数
が

ま
と
ま
り
、
ほ
ん
の
わ
ず
か
で
す
が
前
年
度

を
上
回
り
ま
し
た
。
８９
人
増
え
て
２
、
２
４
２

人
。
開
館
日
数
が
違
い
ま
す
か
ら
大
喜
び
す

る
事
柄
で
は
な
い
に
し
ろ
ま
ず
は
ほ
っ
と
し

て
い
ま
す
。

と
申
し
ま
す
の
も
博
物
館
を
巡
る
環
境
は

激
変
の
只
中
に
あ
る
か
ら
で
す
。
公
益
法
人

制
度
の
改
革
と
い
う
大
ナ
タ
が
振
わ
れ
、
猶

予
期
限
の
５
年
内
に
将
来
の
進
路
を
選
択
し

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
が
、
残
さ
れ
た
期
間

は
あ
と
３
年
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
加
え

て
近
年
よ
く
言
わ
れ
る
の
が
文
化
施
設
の
「冬

の
時
代
」
。
多
く
の
博
物
館
、
美
術
館
、
動
物

園
、
水
族
館
、
文
学
館
が
入
館
者
減
に
あ
え
い

で
い
ま
す
。
福
岡
市
近
辺
で
も
阿
修
羅
展
で

大
成
功
を
収
め
た
大
学
府
の
九
州
国
立
博
物

館
の
よ
う
な
例
は
ほ
ん
の
ひ
と
に
ぎ
り
。
税

金
で
運
営
さ
れ
る
公
立
施
設
は
と
も
か
く
当

館
の
よ
う
な
民
間
の
中
小
施
設
は
、
若
者
の

文
化
施
設
離
れ
も
あ
っ
て
、
大
半
が
赤
字
経

営
に
苦
し
ん
で
い
る
の
が
実
態
で
す
。

ご
多
分
に
漏
れ
ず
当
館
も
合
理
化
せ
ね
ば

生
き
延
び
て
い
け
ま
せ
ん
。
開
館
日
数
を
抑

え
人
件
費
、
光
熱

費
な
ど
を
最
低
限

に
切
り
詰
め
つ
つ
、

新
た
な
企
画
展
を

年
間

一
つ
ぐ
ら
い

は
出
来
な
い
だ
ろ

Z

う
か
と
、
汗
を
流
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て
も
グ
ル
ー
プ
の
誘
致
を

重
点
に
で
き
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

公
民
館
や
老
人
ク
ラ
ブ
の
年
間
行
事
に

組
み
込
ん
で
も
ら
え
な
い
か
、
歩
こ
う
会

に
島
内
の
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
ご
紹
介

し
つ
い
で
に
博
物
館
に
寄
っ
て
い
た
だ
け

な
い
か
、
あ
れ
こ
れ
模
索
し
て
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
ア
イ
デ
ア
を
検
討
す
る

過
程
で
突
き
当
る
の
が
離
島
で
あ
る
が

故
の
ハ
Ｘ
ア
ィ
キ
ャ
之
え
姪
浜
渡
船
場
の

駐
車
場
難
、
け
っ
し
て
安
く
な
い
渡
船
料

金
、
炎
天
下
の
乗
船
行
列
。
リ
ピ
ー
タ
ー

が
二
の
足
を
踏
む
の
は
こ
の
あ
た
り
が

原
因
の
ひ
と
つ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
誌
面
の
７
ペ
ー
ジ
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
の
フ
ェ
リ
ー
を
話
題
に
し
ま
し
た
。
島

の
ス
ケ
ー
ル
は
及
び
も
つ
き
ま
せ
ん
が

乗
船
料
金
は
無
料
、
２４
時
間
営
業
で
す
。

国
情
も
背
景
も
違
い
ま
す
か
ら
単
純
な

比
較
は
誤
解
を
招
き
ま
す
が
公
共
交
通

機
関
へ
の
認
識
の
違
い
を
感
じ
ま
す
。

先
日
、
対
岸
の
姪
浜
に
長
く
住
む
ご

婦
人
が
館
に
来
て
こ
う
話
さ
れ
ま
し
た
。

「博
多
湾
の
埋
立
て
で
オ
キ
ュ
ー
ト
が
ま

ず
く
な
っ
た
」
。

湾
を
見
下
す
「海
の
見
え
る
丘
博
物

館
」
の
役
割
に
終
わ
り
は
な
さ
そ
う
で
す
。

（納彫畑略対犯裡″卿陣膀節対輔物軸一）

原 寛
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む
ら
千
鳥
　
つ
ば
さ
細
め
て
　
向
か
へ
ど
も
　
そ
な
た
ヘ

や
ら
ぬ
　
の
こ
の
う
ら
風

海
士
能
栖
　
能
こ
能
有
楽
置
所
　
寂
蓼
敬
麗
　
那
可
務

一幣
子
位
波
　
滞援
著
岳
壁
嬰
▼
笠
舛
　
（あ
ま
の
す
む
　
の
こ
の
う
ら
こ
そ
　
さ

び
し
け
れ
　
な
が
む
る
か
た
は
　
な
み
ば
か
り
し
て
）

こ
れ
は
、
江
戸

後
期

の
博
多

の

歌
人
、
大
隈
言
道

の
歌
で
あ
る
。
事高

道
は
、
博
多
湾
に

浮
か
ぶ
能
古
島

（当
時
は
残
島
と

も
）
を
和
歌
に
詠

み
込
み
、
一
首
目

は
、
言
道
の
歌
集

の
中
で
、
唯

一
止
木

（出
版
）
さ
れ
た
家
集
『
草
径
集
只
九
五

二
番
歌
Ｘ
流
一）に
み
え
る
。
ま
た
、
一
一首
日
は
、
万
葉
仮
名
を

用
い
て
一字

王
Ｅ
趣
き
深
く
、
日
で
の
鑑
賞
に
も
極
え
得
る
周

字
法
で
「の
こ
の
う
ら
」
を
詠
ん
だ
も
の
で
、
『差
都
貴
略
只
十

三
番
歌
）
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

（注
じ
和
歌
文
字
大
系
７４
『布
留
散
東
・は
ち
す
の
露
・革
径
集
と
い濃

夫
廼
舎
歌
集
共
明
治
書
院
）進
藤
康
子
「解
説
」参
照
。

大
隈
言
道
の
「能
古
の
浦
風
」
の
歌
に
い
つ
し
か
引
き
寄
せ

ら
れ
て
、
亀
揚
文
庫
能
古
博
物
館
に
ふ
ら
り
と
立
ち
寄
っ
た

あ
る
日
、
ラ」
の
亀
陽
文
庫
の
所
蔵
の
多
さ
と
質
の
高
さ
に
ま

ず
魅
せ
ら
れ
た
。
例
え
ば
、
▽
南
冥
講
書
、
昭
陽
、
旭
荘
「原
来

頻
壮
行
贈
詩
」
▽
秋
月
藩
主
主
催
、
亀
井
昭
陽
、
原
古
処
企

画
「西
都
雅
集
展
観
書
画
題
名
目
録
只
文
化
二
年
ご
▽
亀

井
少
栞
、
僧
仙
崖
「竹
画
只
触
崖
賛
題
）
▽
頼
山
揚
「七
言
絶

く
さ
ば
は
い
せ
ん

句
只
文
政
元
年
）
▽
車
場
鍋
川
「竹
図
」
▽
石
丸
春
牛
「花
鳥

図
」
▽
二
川
玉
篠
画
、
一
一川
相
近
題
賛
「梅
花
」な
ど
な
ど
③

一占
坐
点
が
物
語
る
南
冥
ゆ
か
り
の
人
々
。
実
は
ず
」
れ
ら

の
人
々
か
ら
直
接
的
に
、
あ
る
い
は
間
接
的
に
、
事高
遣
は
多
く

の
学
恩
を
受
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

特
に
、
南
冥
門
下
の
二
川
相
近
は
、
大
隈
言
道
の
若
き
田

の
和
歌
と
書
の
師
で
あ
っ
た
は
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い

る
。
書
も

二
月

流
を
受
け
て
上

達
し
、
相
遁
編

『
徒
然
集
只

天

保
六
年
）
の
浄
書

は
言
道
が
担
当

し
た
。
そ
し
て
言

道

は
、
大
坂
滞

在
中
に
は
「濃
速

三
筆
」
と
呼
ば
れ

る
ま
で
に
な

っ

た
。
そ
の
書
風
は

和
歌
と
と
も
に
、

言
道
門
下
女
流

み

あ

影
多
塚
抵
族
ヲ

ち
々
Ｒ
き
た
し
合

今ヽ
査
ち
竹
母
もあ
ヽ
そ
本
で
あ
クー、４
１
、

ｆ
鳴

Ａ
た
ｔ
り
く′く
ヽヽ
む
け
な
あヽ
る
ぃ
）
よ
や
ｔ
与
Ａ
付
い斉
セ
ぐ

セ
け
！
そ

ヽ
ヽ
て
み
■
る
ろ
令
！
体
み
り
うで
を
―
す
郷
よ

で
お

タ
ギ
う
ス
■
て
「
十
■
１
りヽ
彰ヽ
ネ
令
～
子
，け
イ

′
…
町
ひ
た
な

打

や
玄
れ
終ヽ
に
よ
け
―

呼
み
の
ズ
ア
？
め
せ
】
ヽ
イヽ
ー
々

箸

ψ
門
メ
イ
さ
タタ
ツ
▼
１
こ
れ
く
れ
壬
，
綾
ｆは
デ
ち
岳
子
ナ

歌
人
、
野
村
望
東
尼
へ
と
受
け
継
が
れ
て
い
く
。

ま
た
、
天
保
十
年
、
手首
道
四
十
二
歳
の
時
、
日
置
の
広
瀬
淡

窓
に
教
え
を
乞
う
為
に
、
と高
道
は
成
宜
園
に
入
門
す
る
が
、

こ
の
淡
窓
も
亀
井
門
下
で
あ
る
。
知
遇
を
得
て
、
来
賓
あ
つ
か

い
と
な
っ
た
吉
道
は
、
歌
人
と
し
て
す
で
に
一家
を
な
し
て
お

り
、漢
詩
の
造
話
を
深
め
、模
索
中
の
歌
論
詩
論
を
根
本
か
ら

再
確
認
す
る
た
め
の
入
調
で
あ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

更
に
、
喜高
道
と
南
冥
の
縁
は
続
く
。
撃南
道
は
博
多
か
ら
た

び
た
び
飯
塚
に
出
向
き
、
多
く
の
門
人
を
飯
塚
に
持
っ
た
こ

と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
飯
塚
で
の
、
三高
道
歌
壇
に

お
け
る
和
歌
添
削
指
導
の
教
授
所
と
な
っ
た
納
祖
神
社
近

く
の
「
宝
月
楼
」
の
書
院
名

弔杭
水
書
屋
」
は
、
南
冥
の
命

名
で
、
書
腕
に
か
け
ら
れ
た
「椀
本
書
屋
」
の
額
も
南
冥
自
筆

で
あ
っ
た
と
い
う
。

飯
塚
の
小
林
重
治
（と

し
に
贈

っ
た
『
春
野
集
』
の
阪
に

は
、
「嘉
永
ゐ
（い
）
の
と
し
夏
は
じ
め
柄
本
書
屋
に
て
し
る
し

ぬ
　
／
大
隈
言
道
　
／
小
林
轟
治
ぬ
し
な
と
あ
る
。
古
川
直

道
の
別
荘
で
、
と高
道
の
飯
塚
で
の
定
宿
だ
っ
た
こ
の
宝
月
楼

を
含
め
て
飯
塚
は
、
古
く
は
宗
祇
や
貝
療
益
軒
、
南
冥
な
ど

も
訪
れ
た
文
人
墨
客
し
き
り
の
宿
場
町
で
、
宝
月
楼
や
納
祖

神
社
に
は
、
用
か
ら
の
水
を
直
接
巡
ら
せ
舟
が
横
付
け
で
き

た
。
納
租
神
社
の
神
管
青
柳
直
雄
や
薩
摩
屋
の
宮
崎
重
道
、

重
治
、
直
道
ら
が
言
道
と
と
も
に
一
緒
に
舟
に
乗
り
こ
み
、

歌
会
の
風
雅
、
ま
と
ゐ
を
楽
し
ん
だ
姿
が
偲
ば
れ
る
。
ま
た
、

青
柳
意
雄
は
、
同
じ
く
亀
井
門
下
の
声
屋
の
神
甘
伊
藤
常
足

と
本
の
貸
し
借
り
を
す
る
伸
で
あ
っ
た
。

（注
一
じ
拙
補
　
翻
刻
大
隈
言
道
自
筆
資
料
『自
詠
集
中
抄
』―
言
道
幡

下
小
林
重
治
歌
集
（九
州
情
報
大
学
論
集
）参
照

大隈言道『草径集』

言道肖像画 (個人蔵)
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さ
て
、
先
に
挙
げ
た
南
冥
、
昭
陽
、
旭
荘
「原
来
頭
壮
行
贈

詩
共
能
古
博
物
館
蔵
）
に
も
登
場
す
る
広
瀬
旭
荘
も
言
道
と

ゆ
か
り
が
深
い
。
旭
荘
が
杖
を
つ
い
た
奈
良
県
取
芥
ぽ
村
の

観
梅
の
宿
「騎
鶴
楼
」
の
宿
端
に
旭
荘
は
書
画
を
認
め
た
の

だ
が
、
ま
る
で
し
め
し
合
せ
た
様
に
、
岡
じ
宿
帖
の
、
く
し
く

も
旭
荘
の
次
の
丁
に
、
讐高
道
は
、
月
ケ
瀬
探
訪
の
証
し
と
し
て

種
歌
を
揮
宅
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
旅
は
、
一高
道
が
「文
政
二
年
乙
卵
の
と
し
、
伊
勢
韓
聯

ぎ
ょ
く
玉
と
い
ふ
人
、
筆
を
と
り
は
じ
め
し
、
月
瀬
梅
花
帖
、
一
一腐
、

月
形
な
ど
の
詩
も
あ
り
」
と
『
今
橋
集
』
で
調
し
て
い
る
よ
う

に
、
先
に
示
し
た
吉
道
若
き
ほ
の
師
、
一
一川
相
近
も
詩
を
寄

せ
た
『月
瀬
梅
花
聴
』
に
影
響
を
受
け
、
安
政
年
間
に
月
瀬
観

梅
の
旅
に
出
た
時
の
も
の
で
、
力」
れ
を
、
と高
道
は
『月
瀬
紀
行
』

（大
東
急
記
念
文
庫
蔵
）
に
記
し
た
。

こ
の
旅
の
概
要
は
、拙
楠
「大
東
急
記
念
文
庫
蔵
『月
瀬
紀
行
』に
つ
い
て

の
一考
察
―
大
隈
言
道
『今
橋
集
』と
の
関
連
に
お
い
て
只
九
大
退
岨文
研

究
』第
九
十
三
号
）、
『幕
末
期
月
瀬
紀
行
の
世
界
―
騎
鶴
楼
画
帖
・梅
武
書

画
帖
と
そ
の
周
辺
か
ら
ス
『江
戸
文
字
』
２８
号
ぺ
り
か
ん
社
　
参
照
）で
先

に
報
告
し
た
。

さ
ら
に
こ
の
『
月
瀬
網
行
』
と
『
今
橋
集
』
の
調
査
を
進
め

る
う
ち
書
道
が
宿
泊
し
た
カ
ヂ
ヤ
こ
と
「騎
鶴
楼
」
や
そ
の

周
辺
の
宿
に
、熊
齢
燐
、黙
鴎
雛
等
撥
職
れ蕊
雄ヽ
鵬
殺
岬

塩
地
駄
磁
印ヽ
恭
耐
品
豚
際
騨
朗
憾
鶏
璃
も田
能
村
直
入
、

車
場
船
山

能
古
博
物
館
蔵

竹
図

な
ど
を
描
　
た
車
場
掘

川
の
子
。
肥
前
多
久
）な
ど
の
お
び
た
だ
し
い
数
の
文
人
墨
客

の
書
面
類
、
画
帖
類
が
残
存
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

そ
し
て
、
騎
鶴
楼
に
六
十
数
冊
も
残
っ
て
い
る
う
ち
の
こ

の
宿
帖
『画
帖
二
号
』
に
あ
る
広
瀬
旭
荘
の
墨
壌
は
安
政
二

年
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
「流
芳
百
世
　
安
政
乙
卵

孟
夏
　
旭
荘
」
と
書
か
れ
、
続
い
て
、
旭
荘
の
書
画
の
次
の
丁

を
め
く
る
と
、
万
葉
仮
名
で
書
か
れ
た
大
隈
言
道
自
筆
の
次

の
和
歌
が
認
め
ら
れ
て
い
た
の
だ
っ
た
。

「梅
見
乍
　
安
駆
ピ
一麗
処
行
　
曲
鳥
能

尾
山
長
引
　
月
乃
瀬
乃
里
　
　
筑
藩
　
一育
道
」

そ
の
同
じ
歌
「う
め
見
つ
ゝ
あ
く
が
れ
行
ば
由
鳥
の
尾
山

長
引
月
が
瀬
の
里
」
が
『今
橋
集
』
に
残
っ
て
い
る
。

ま
た
、
秋
月
の
斎
藤
秋
田
と
と
も
に
筑
離
四
大
画
家
の
ひ

と
り
と
言
わ
れ
る
、
石
丸
春
牛
（能
市
博
物
館
蔵
「花
鳥
図
」

！議

機
終

犠
響
酵絶

揚
隆
る
籟

な
ど
）
に
関
し
て
も
、
伊
藤
尾
四
郎
が
『
筑
紫
史
談
ス
昭
和

‐４
・
９
）
の
「茶
忠
伝
」
の
記
述
で
大
山
家
に
残
る
音
道
門
下

の
人
々
の
歌
会
に
お
け
る
歌
欄
に
つ
い
て
、
「大
山
忠
平
経
雄

は
、
安
政
四
年
二
月
〓
一残
。
年
二
七
、
経
雄
は
雨
香
と
称
し
、

歌
を
大
隈
言
道
に
学
び
、
画
も
た
く
み
で
あ
っ
た
。
画
家
春

牛
か
ら
指
導
を
受
け
た
。
」
と
あ
り
、
そ
の
繋
が
り
は
大
変
興

味
深
く
、
今
後
の
研
究
鎌
題
で
あ
る
。

以
上
、亀
陽
文
庫
か
ら
南
輿
を
中
心
と
し
た
豊
か
な
文
芸

の
広

が
り

の

一
端
を
、
一声
道

を
手
掛
か
り

と
し
て
さ
さ

や
か
で
は
あ

る
が
垣
間
見

る
こ
と
が
で

き
た
。

言
道
と
南

冥
ゆ
か
り
の
人
々
の
事
蹟
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
が
、
〓蔭

道
と
南
冥
を
め
ぐ
る
の
人
々
が
時
空
を
超
え
て
文
化
を
紡

ぎ
繋
が
っ
て
い
く
の
を
見
る
よ
う
で
あ
る
。
す」
の
よ
う
に
、

文
人
た
ち
の
文
化
文
芸
思
想
の
鍵
を
築
い
た
福
岡
藩
大
儒

南
冥
の
学
恩
は
、
よ
り
多
く
の
人
々
に
顕
彰
さ
れ
、
亀
陽
文

庫
能
古
博
物
館
か
ら
更
に
発
船
さ
れ
、
そ
し
て
新
た
に
発

信
さ
れ
る
こ
と
を
願

っ
て
や
ま
な
い
。

◇
　
　
　
　
　
　
　
◇

し
ん
と
う
　
や
す
こ
（写
真
左
）

大
隈
言
道
研
究
者
（九
州
情
報
大

学
非
常
勤
講
師
）九
州
大
学
大
学
院
博
士
課
樫
終
了
。論
文
に
は
、本
文

中
で
紹
介
し
た
も
の
の
ほ
か
▼

野
村
望
束
尼
『
み
の
と
し
う
ま

の
と
し
』―
『
角
陵
集
』
と
の
関

連
に
お
い
て
『文
献
探
究
』
４４
号

（九
州
大
学
）
▼
大
隈
言
道
『続

草
径
集
』

『同
』
４６
号
な
ど
。
そ

の
他
大
隈
言
道
に
関
す
る
翻

刻
・解
題
等
が
あ
る
。
福
岡
市

城
南
尿
在
住
。
進
藤
撃
形
外
科

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
す
ず
ら
ん
施
設

長
。
Ｓ４
歳
。

騎鶴楼『画帖二号』 大隈言道の和歌

亀井南冥像 (亀陽文庫能古博物館蔵)
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福岡市立中央市民センター主催の福岡地域史講座第5回 「福岡藩大儒 亀 井南冥伝一筑前亀井学の成
立一」は3月 21日同センターで開かれ、久留米大学文学部の吉田洋一准教授が南冥一門の人間味あふれる

人物像、オランダ医学との関わり、広瀬淡窓、高場乱、頭山満につながる儒学思想などを2時間にわたって話し

た。当館とも因縁浅からぬ吉田さんに講演内容を分かりやすく書いてもらった。

(写真左下は参加者の質問に応じる吉田さん)

は

じ

め

に

日
本
に
儒
教
が
伝
わ
っ
た
の
は
、
５
世
紀
頃

朝
鮮
半
島
経
由
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
儒
教
は
「儒
学
」
と
い
う
学
問
と
し
て
、

平
安
時
代
項
ま
で
は
中
央
の
貴
族
が
、
鎌
倉

・

塩
町
時
代
に
な
る
と
倍
儲
な
ど
も
加
わ
っ
て
修

学
さ
れ
ま
し
た
。
江
戸
時
代
に
入
る
と
、
徳
川

家
康

Ｔ
５
４
３
１
１
６
１
じ

が
儒
学
の
学
派
の

一
つ
で
あ
る
「
朱
子
学
」
を
重
周
し
、
鵜
機
貯

↑
５
８
３
１
１
６
５
７
）
な
ど
を
学
者
と
し
て
厚

遇
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
江
戸
時
代
を
通
じ

て
地
方
の
殿
様
や
そ
の
家
臣
た
ち
も
儒
学
を

勉
強
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

亀
井
南
冥
の
生
涯

「
孔
品
の
教
え
」
は
親
子
や
先
輩
後
輩
、

上
電
と
部
下
な

ど
、
社
会
生
活

の
営
む

上

で
必
要
な

人
間
関
係
を
説
く
学
問
と

し
て
現
代

で
も
形

を
変

え
な

が
ら
舞
協

し
て
い
ま
す
が
、
柄
岡
出
身

の
亀
井
南
冥

Ｔ

７
４
♀
１
１
８
１
４
）も
、
江
戸
時
代
に
こ
の

補
岡
地
方
で
儒
学
を
広
め
た
学
者
の
ギ
洪
狩

す
。
南
冥
は
寛
保
３
年

↑

７
４
こ

父

。
聴
因

こ
い
ほ
】つ

（古
医
方
派
の
医
者
）
、
母

。
徳
の
長
男
と
し

て
、
筑
前
国
早
良
郡
姪
浜
村

（現
福
岡
市
茜

区
姪
浜
）
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
聴
閃
は
現
糸
島

市
の
農
家
の
子
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
が
、

医
学
を
芯
し
、
姪
浜
で
開
業
し
て
い
ま
し
た
。

当
時
の
医
学
は
い
わ
ゆ
る
中
田
医
学

（漢
方
）

が
中
心
で
、
ス
学
書
な
ど
の
参
考
許
は
全
て

漢
文
で
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
儒

学
を
勉
強
す
る
人
は
、
漢
文
で
書
か
れ
て

い
る
も

の
は
何
で
も
教
科
書
に
し
て
い
ま

し
た
の
で
、
『
論
語
』
な
ど
の
学
問
を
教
え

な
が
ら
診
療
所
を
開
業
し
た
り
す
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
す
。
父
聴
因
は
、
南
冥
を
漢

文

（漢
詩
）
の
先
生
と
、
医
学
の
先
生
の
所

齢

澤
軽

数

が

諮

姦

潮

Ｔ
６
７
６
１
１
７
６
こ

と
い
う
僧
侶
で
し

た
。
大
潮
が
学
ん
で
い
た
学
問
は
、
「儒
学
」
の

中
で
も

「
畿
学

（
能
が

学

と

と

い
う

も

の
で
し

た
。
す」
れ

は
江

戸

の
学

者

荻

生

徒
が
す
↑
６
６
６
１
１
７
２
８
）
が
唱
え
た
学
問

で
、
『
論
語
』
や
『
孟
子
』
な
ど
の
「孔
孟
の
教

え
」
を
原
典
の
ま
ま
搬
解
し
よ
う
と
い
う

学
習
法
で
し
た
。
南
冥
は
大
潮

の
も
と
で

漢
文
や
漢
詩

文

の
手

ほ

ど

き

を

受

け
、

次

い
で
大

坂

で
開

業

し

て
い
た
医

者

永

富
般
鴎

廟

（１
７
３
２
１
６
こ

に
入
円
し
ま

し
た
。
独
輛
癒
は
、
ま
だ
あ
ま
り
知
ら
れ
て

い
な
か
っ
た

手
オ
ラ
ン
ダ
流
医
学

（藤
洋
医

学
と

に
い
ち
早
く
目
を
向
け
、
中
田
医
学

で
は
当
時
タ
ブ
ー
と
さ
れ
て
い
た
解
剖
を
積

極
的
に
取
り
入
れ
よ
う
と
し
、
後
の
杉
田
玄

白
に
よ
る

『
解
体
新
書
』
の
刊
行
な
ど
に
影

響
を
及
ぼ
し
た
人
物
で
し
た
。

商
冥
は
■
に
こ
の

一人
か
ら
簡
学
と
医
学

を
学
び
、
帰
国
後
唐
入
町

（現
福
岡
市
中
央

区
府
人
町
）
に
移
り
住
み
、
父
と
共
に
診
療
所―

―
Ｉ
Ｌ
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を
開
業
、
測
時
に
儒
学
請
義
所
（蛮
英
館
、
の
ち
南
冥
堂
）

を
開
き
ま
す
。
宝
暦
１３
年

Ｔ

７
６
こ

に
は
来
編
し
た
朝
鮮

通
信
使
の
応
接
役
と
し
て
漢
文
の
才
能
を
発
揮
し
、
周
囲

を
驚
か
せ
ま
し
た
。

そ
し
て
つ
い
に
安
永
７
年
↑

７
７
じ

、
「儒
医
兼
帯
」
と

し
て
編
田
藩

（七
代
目

。
黒
調
治
之
）
に
召
し
抱
え
ら
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。
当
時
市
井
の
町
医
者
が
藩
に
電

し
抱
え
ら
れ
る

（武
士
に
な
る
▼
」
と
は
大
変
珍
し
い
こ
と

で
し
た
。
南
某
在
篠
中
の
一
番
大
き
な
功
績
は
、
藩
校

（藩
の
学
閲
所
）
を
つ
く
る
許
可
を
得
た
こ
と
で
す
。天
明
４

年
官
７
８
と
に
は
、
経
脱
藩
に
修
猷
館
（館
長

・
竹
臓
病
肇

朱
子
学
）
と
挽
籍
翻

（館
長

・
亀
非
南
冥
、
徹
徳
学
）
と
い

，２

一
つ
藩
校
が
同
時
に
で
き
ま
し
た
。
藩
内
に
学
派
の
達

う
藩
校
が
二
つ
同
時
に
つ
く
ら
れ
る
こ
と
は
全
国
的
に
稀

な
こ
と
で
し
た
。

覚
政
４
年
↑

７
９
と

、
南
冥
は
甘
巣
館
の
館
長
を
選
任

さ
せ
ら
れ
ま
す
。
ラ」
れ
に
は
、
当
時
幕
府
が
行
っ
た
統
制

（寛
政
果
学
の
禁
）
が
療
困
で
あ
る
と
か
、
も
う

一
つ
の
藩
校

修
猷
館
と
の
対
立
や
、
南
冥
白
身
の
素
行
に
問
題
が
あ

っ
た
な
ど
様
々
な
理
曲
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
現
在
の

と
こ
ろ
そ
の
真
相
は
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
文
化

盟
年

↑

８
１
４
）、
自
宅
の
火
災
が
原
因
で
南
其
は
没
し
ま
す

（享
年
７２
歳
）
ｏ

「亀
井
学
」
の
教
え

南
冥
の
後
半
生
は
特
に
波
乱
に
満
ち
た
も
の
で
し
た
が
、

数
多
く
の
問
人
や
教
え
を
残
し
て
い
ま
す
。
門
人
の
代
表

は
長
男
の
昭
腸

↑

７
７
３
１
１
８
３
６
）
で
し
ょ
う
。
昭
陽
は

南
冥
遇
役
後
に
家
替
を
相
続
し
、
多
数
の
著
作
を
発
表

し
ま
し
た
。
そ
の
お
か
げ
で
、
南
冥
の
教
え
を
現
在
で
も

知
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
昭
陽
は
、
い

う
な
ら
ば

「
亀
井
学
」
と
い
う
も
の
を
継
承
発
展
さ
せ

た
功
労
者
で
す
。
こ
の
親
子
に
学
ん
だ
人
物
に
慶
瀬
淡
窓

（１
７
８
２
１
１
８
５
６
）
が
い
ま
す
。
淡
窓
は
江
戸
後
期
の
儒

学
者
、
教
育
者
で
す
。
当
時
天
領
で
あ
っ
た
日
田

（塊
大
分

県
）
の
商
家
の
息
子
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
が
、
家
業
は
弟

に
議
り
、
南
冥
と
略
陽
に
学
問
を
学
び
ま
し
た
。
そ
の
後
箇

か
ん
ぎ
え
ん

麗
に
一炭
り
、
「威
堂
園
」
と
い
う
私
塾
を
開
き
ま
し
た
。
隠
人

に
は
裁
畢
霊
碧
、
大
ぉ鞭
盛
苑
報
ヽ
様

輩
強
し
て
い
ま
す
。
戚
宜
園
は
明
治
半
ば
頃
ま
で
続
き
、
調

塾
す
る
ま
で
に
４
０
０
０
人
以
ｋ
の
円
人
を
世
に
送
り
出

し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
触
、
南
冥

・
昭
陽
門
人
に
は
、
目
出
（現
大
分
県
）

の
学
者

帆

足

万

里

↑
７
７
８
１
１
８
５
２

や
日
本
初

の

蘭

日

辞

書

『
ハ
ル

マ
和

解

』
を

著

し

た

稲

村

三

伯

↑
７
５
８
１
氏
８
及
１
）、
編
岡
で
は
、
藩
内
で
初
め
て
解
報
の

実
見

を
行

っ
た
轟
翠
一苑

ぱ

↑
７
８
５
１
１
８
５
こ

祐
ゅガ

（
よ
１
戦
略拘
１
９
全

親
子
な
ど
が
い
ま
す
。
加
え
て
、
孫
の
亀

井
陽
洲
の
門
人
に
は
、
幕
末
に
興
志
塾
を
開
い
た
教
育

者
一戦
瑳
譜

↑
８
３
１
１
９
こ

や
そ

の
弗

子

の
強
軽

浮

官
８
５
５
１
１
９
４
４
）
な
ど
が
お
り
、
そ
の
学
問
の
継
承
は

連
線
と
続
い
て
い
ま
す
。

で
は
簡
導
に
南
冥
が
唱
え
た
学
問
を
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

『南
冥
問
答
』
翁
亀
井
南
冥
昭
陽
金
集
第
１
巻
』
所
収
）
の

中
に
次
の
よ
う
な
一
説
が
あ
り
ま
す
。

凡
学
麗
Ａ
大
掻
角
カ
フ
ト
ル
ト
周
ジ
ヨ
ト
ニ
中ス

第

一自
カ
ガ
入
タ
ル

コ
ト
ナ
リ
。
自
力
Ａ
ナ
ク
テ
様
々
ノ
手
フ
ナ
ラ
ヒ
、
主
手
パ
カ
リ
エ
チ
角

カ
フ
ト
ル
Ａ
、
大
怪
我
ノ
本
ナ
リ
。
学
開
者
ノ
自
カ
ト
云
Ａ
自
分
ノ
識
量

ナ
リ
。
識
卜
Ａ
万
事
ノ
見
ワ
タ
ン
出
来
ル
コ
ト
ナ
リ
。
豊宴
卜
八
万
事
ツ
シ

メ
ク
ク
リ
八
カ
ラ
フ
ヨ
ト
ナ
リ
。
此
識
量
ノ
自
カ
ナ
ク
テ
Ａ
、
何
構
讐
フ

重
ミ
理
義
フ
キ
ヽ
テ
モ
、
用
達
Ａ
ナ
キ
モ
ノ
ナ
リ
。

学
問
修
養
の
心
が
け
を
角
力

（相
撲
）
に
た
と
え
て
述
べ

て
い
ま
す
。
学
問
に
は
自
分
自
身
の
「識
量
」
と
い
う
も
の
が

大
切
で
、
警
し
悪
し
を
判
断
し
そ
れ
を
認
識
す
る
力
が
必

要
で
あ
る
ゴ
」
れ
ら
を
輩
得
せ
ず
に
い
く
ら
難
し
い
書
物

を
読
ん
で
も
役
に
は
立
た
な
い
、
と
言
っ
て
い
ま
す
。
た
だ

こ
の
「
識
量
」
を
養
う
こ
と
が
難
し
い
の
で
す
が
、
ま
ず

「学
問
ノ
自
力
」
と
い
う
基
礎
学
力
を
し
っ
か
り
と
身
に

つ
け
た
上
で
、
一
つ
の
考
え
方
に
国
執
し
な
い
柔
軟
な
姿

勢
を
養
う
こ
と
が
重
要
だ
、
と
苦
い
ま
す
◇

是
非
ト
モ
ニ
此
力
通
理
卜
云
ヒ
Ａ
セ
ヌ
兎
角
一途
二
頭
ラ
ヌ
ノ
カ
道

偽
古
今
斎
以
晟
波
歌
』開
書
所
駅
）

翌
途
ニ
ヨ
ラ
ヌ
」
と
は
、
嬬
学
の
面
に
お
い
て
は
、
朱
十

学
や
紐
篠
学
と
い
っ
た
学
派
に
と
ら
わ
れ
な
い
主
張
が
、
南

冥
の
著
作
で
あ
る

『論
語
語
出
』
の
中
に
活
か
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
医
学
の
間
に
お
い
て
は
、
解
調
に
代
表
さ
れ
る
藤

洋
医
学
を
受
容
し
よ
う
と
す
る
柔
軟
な
姿
勢
が
う
か
が
え

ま
す
。
力こ
の
こ
と
は
、
後
に
亀
井
家
か
ら
様
々
な
分
野
の
隠

人
た
ち
が
輩
強
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
お
分
か
り
い
た
だ
け

る
と
思
い
ま
す
。

◇
　
　
　
　
　
　
◇

よ
し
だ
　
よ
う
い
ち
（写
真
上
）

久
留
米
大
学
文
学
部
准
教
授

１
９
７
０
年
、
飯
塚
市
生
ま
れ
。
久
留

米
大
学
大
学
院
地
較
文
化
研
究
構
後
期

博
十
課
程
満
期
遇
学
。
柳
用
市
史
編
纂

係
、
佐
賀
県
立
佐
賀
城
本
丸
歴
史
館
動

務
の
後
、
２
０
０
６
年
、
久
留
米
大
学
文

字
部
専
任
講
師
。
久
留
米
市
文
化
財
収

蔵
審
議
委
員
、
鳥
栖
市
文
化
財
審
議
委
員
な
ど
。
一時
媛
、
寵
古
博
物
館

非
常
動
学
芸
貝
を
務
め
た
。
専
攻
は
出
本
近
世
儒
学
史
・医
学
史
。
著
作

「亀
井
南
冥
の
医
学
思
想
共
『洋
学

８
』
２
０
０
０
年
、所
収
）、
「福
岡
藩

の
医
学
―
亀
井
南
冥
を
中
心
に
―
共
『か
ら
ふ
ね
往
来
』
２
０
０
９
年
、

中
回
諄
店
、
所
収
）、
『中
津
市
歴
史
民
俗
資
料
館
史
料
議
書
ス
中
津
市

教
育
委
員
会
、
２
０
０
０
年
～
以
下
続
判
）な
ど
。

、
数
多
く
を
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本
鶴
！度
の
新
た
な
運
営
簿
針
麒
艶

一
■
！
！

本
年
度
は
毒
内
の
各
種
グ
ル
ー
プ
に
呼
び
か
け
、
団
体
誘

致
に
本
格
的
に
取
り
組
み
た
い
。
博
多
湾
の
景
観
が
売
り
の

「海
の
部
屋
」
は
最
高
で
２０
人
程
度
の
句
会
な
ど
。
「日
野
原

ホ
ー
ル
只
収
容
５０
人
）
は
研
究
発
表
会
、
郷
土
史
研
究
会
な

ど
。
別
館
２
騰
は
個
人
の
美
術
展
な
ど
に
売
り
込
む
。
テ」
の

３
月
、
島
に
居
を
構
え
た
檀
太
郎
さ
ん
の
紹
介
で
有
名
籍

社
の
勾
会
が
「海
の
部
屋
」
で
開
か
れ
た
が
、
週
通
の
使
用
に

も
最
大
搬
の
便
堂
を
図
る
。

■
暑髄

占
公
襲
餓
に
協
力
を
お
願
い
し
て
地
元
な
ら
で
は
の

き
め
の
組
か
い
島
肉
田
岡
案
内
瀾
を
作
成
。
各
地
の
公
民

館
、
歩
こ
う
会
等
に
送
り
鰹
康
ウ
オ
ー
ク
を
Ｐ
Ｒ
す
る
。
島

肉
の
食
堂
、
レ
ス
ト
ラ
ン
と
タ
イ
ア
ス
ス

昼
食
を
調
引
料
金

で
劇
慧
し
て
も
ら
う
。
当
館
ほ
ト
イ
レ
休
憩
の
ベ
ー
ス
と
し

て
圏
野
源
ホ
ー
ル
、
輝
の
部
屋
を
活
席
し
、
入
館
料
を
割
り

輔
く
◇
将
来
は
島
内
全
域
の
町
肉
会
に
呼
び
か
け
、
当
館
と

共
催
の
能
古
ワ
玄
ア
ー
マ
ー
チ
（仮
称
）
を
開
催
す
る
。

．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　卜．ヤ

永
福
寺

の
庫
一襲
新
築
に
鮮
う
道
路
拡
張
正
事
が
姶

ま
っ
た
。
当
館
は
危
険
防
止
の
た
め
正
拙
を
閉
鎖
す
る
。
そ

の
一方
で
西
鉄
バ
ス
利
用
に
よ
る
入
館
増
を
図
る
。

嬢
浜
か
ら
の
便
で
船
着
き
場
に
着
き
、
国
の
前
の
バ
ス
停

か
ら
ア
イ
ラ
ン
ド
パ
ー
ク
行
き
の
西
鉄
バ
ス
に
乗
れ
ば
約
５

分
で
ふ
た
俸
鷲
所
目
の
『能
古
学
校
商
』
に
着
く
。
そ
こ
か
ら

徒
歩
下
り
約
３
分
で
髄
古
博
物
館
の
横
開
へ
。

高
齢
者
だ
け
で
な
く
歩
く
こ
と
を
敬
遠
し
が
ち
な
子
ど

も
連
れ
に
も
バ
ス
利
用
は
お
す
す
め
。
ア
イ
ラ
ン
ド
パ
ー
ク
の

婦
途
立
ち
寄
る
プ
ラ
ン
も
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
、
同
パ
ー
ク
内
に

チ
ラ
シ
を
置
か
せ
て
も
ら
い
、
船
蕎
き
場
に
と
ん
ぼ
返
り
す

る
観
光
客
を
途
中
下
革
で
キ
ャ
ッ
チ
し
た
い
。

船
着
場
か
ら
当
館
ま
で
の
徒
歩
コ
ー
ス
は
、
永
福
寺
境
内

を
通
る
順
路
を
従
来
通
り
維
奨
す
る
◇

！！！

昨
年
度
の
入
館
者
数
は
お
か
げ
さ
ま
で
一昨
年
度
を
わ
ず

か
な
が
ら
拡
阻
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
左
の
表
を
見
て
い
た

最近 3年 間の入館者数 (月別)推 移

！！
◇
込
響
編
２■
披
珊
審
福
双
の
推
移
◇

福
岡
市
客
船
事
務
所
（姫
浜
旅
客
待
合
所
）
の
ご
脇
力
で

能
苫
島
渡
総
の
乗
客
数
デ
ー
タ
を
掲
載
し
た
。
妃
ご
と
の

博
物
館
の
集
客
数
と
渡
船
乗
客
数
は
ほ
ぼ
連
動
し
て
お
り
、

ア
イ
ラ
ン
ド
バ
ー
ク
の
集
客
力
に
助
け
ら
れ
、
か
つ
天
候
に

左
右
さ
れ
る
厳
し
い
現
笑
が
み
て
と
れ
る
◇
（ヽ
じ
昨
年
５
月
は

フ
ル
に
関
館
し
た
た
め
入
館
者
数
が
突
出
し
て
多
い
。

００

肉

　

００

５
＜

　

４

だ
く
と
わ

か
る
よ
う

に
１２
月

か

ら

２
月

の

冬

季

３
ヶ

月
脳
は
落

ち

込

み
が

激
し
い
。
本

年
度

は
冬

李
体
館
を

復
緒
す
る
。

体
館
期
臓

態
館
内
整

磯
、
翌
年
度

の
諸
準

備

に
あ
て
る
。

100

能古島渡船 各 月の乗客数
(平成21年度と平成20年 度の比較)

0目 5月  6月  7月  8月  9月 10月 11月 12月 1月 2月  3月

能古島渡船 乗 客数の移り変わり
(平成16年度～平成20年度)

乗
客
数
（千
人
）

６。

如

８。

４。

乗
客
数
（千
人
）

20年度  21年 度
21年度(H222月末)

十 一-2007(平 成19)年度
…Ⅲ…Ⅲ… 2009(平成20)年度
-2000(平 成21)年度
米博グラフ下の弊字は郡館日雑

☆『目邸麟 一ルd(t圏翻修窒)と『海の部屋』のll」用法☆
季節ごとの句会や研修会、サークルの発表会や反省会など、色んな集
まりを歓迎しま曳博多湾のfへそとと言われる緑豊かな能古島で、のびの
びと′いゆくまで、しかも手軽に集まっていただけるよう、′S、たつの広い部
屋をり=ズナブルな料金で用意いたしました。お気軽にむ相談ください。

騒 設備の内容
・ヨ野原ホール主館内で一番広い部屋。新老人の会の日野原重明会長(98歳)
が島内の子どもたちに「命の授業」を行ったのを記念して命名しました。会議
用テーブルと折りたたみ椅子を使って50人 までの集会ができます。
・海の部屋〓館内で一番挑めの良い部屋。目の前の博多湾から対岸のビル群
まで見渡せま抗 ジオラマケースを兼ねた特注の大型テーブルを囲んで14人 ま
で座れま孔 窓際の椅子を使えば20人 位は可能。隣の喫茶ヨーナーには醸
金方式の飲み物を用意しています。

騒 ご利用料金
・大人ひとり400円 の入館料にプラス100円 でどちらかの部屋を4時 間まで

利用できます。(最低基本料金:2時間使用で4,000円 )
・料金・開催曜日、人数、時間、欽み物などのご相談をお受けしま抗
(電話092-883-2887)(FAX092-883-2381)
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☆
ニ
ュ
ト
ヨ
ー
ク
☆

［
マ
ン
ハ
ツ
タ
ン
～
ス
タ
テ
ン
ア
イ
ラ
ン
ド
航
路
］

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ツ
ク
の
震
源
地
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
市

（
Ｎ
Ｙ
）
の
金
融
街

か
ら
徒
歩
で
１０
数

分
。
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の

市
営
フ
ェ
リ
ー
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
「
ホ
ワ
イ

ト
ホ
ー
ル
」
は
、
初
め

て
島
に
渡
っ
た
１０
数

年
前
と
余
り
変
わ

っ
て
い
な
か
っ
た
。

い
や
で
も
目
に
つ

く
の
が
大
き
な
歓
迎

の
電
光
サ
イ
ン
「よ
う

こ
そ
ホ
ワ
イ
ト
ホ
ー
ル
ヘ
只
写
童
奈①
）。島
は
ス
タ
テ
ン
ア
イ
ラ
ン

ド
と
い
い
、わ
が
能
古
島
と
は
比
較
に
な
ら
ぬ
匿
本
な
島
で
あ
る
。

待
合
室
は
天
丼
が
高
く
広
い
。
物
乞
い
の
姿
も
な
く
安
心

し
て
ベ
ン
チ
に
座
っ
た
。
ト
イ
レ
の
清
掃
も
合
格
点
。
Ｎ
Ｙ
市

【注
】
ス
タ
テ
ン
ア

イ
ラ
ン
ド

（責
色
の

部
分
）
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
市
の
五
つ
の
行
政

区
の
ひ
と

つ
。
一王

―

ョ
ー
ク
湾

の
入

り
日
に
位
置
し
、
北

は
マ
ン
ハ
ツ
タ
ン
と
、

東
は
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン

と
、
西
は
ニ
ュ
ー
ジ

ャ
ー
ジ
ー
州
と
隣

接
し
て
い
る
。
地
理

上

は

「
島

」
だ
が
、

地
学
上
は
ハ
ド
ソ
ン

川
の
１
支
流
に
よ
っ
て
内
陸
と
隔
て
ら
れ
て
し
ま
っ
た
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー

ジ
ー
州
側
の
土
地
の
一部
で
あ
る
。
面
積
１
５
１
平
方
ま
、
人
日
は
１０

年
前
の
国
勢
調
査
で
４４
万
３
千
余
入
。
＝
出
典
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア

長
の
治
安
回
復
宣
言
は
ウ
ソ
で
は
な
か
っ
た
ず
」
の
数
日
前
、

ボ
ス
ト
ン
駅
の
待
合
続
で
６０
歳
ぐ
ら
い
の
女
性
か
ら
小
銭
を

せ
び
ら
れ
聞
日
し
た
が
、
所
変
わ
れ
ば
品
変
わ
る
で
あ
る
。

２４
時
間
営
業
　
　
料
金
無
料

フ
ェ
リ
ー
で
マ
ン
ハ
ツ
タ
ン
を
離
れ
（写
真
②
）、島
に
向
う
。

途
中
で
反
航
す
る

僚
船
と
す
れ
ち
が

っ
た

（
写
真
③
）
。

自
由
の
女
神
を
遠

望
す
る
（写
暮
④
）。

約
２０
分
間
で
島
の

玄
関
日
〓セ
ン
ト
ジ

ョ
ー
ジ
タ
ー
ミ
ナ

ル
」
に
接
岸
し
た
。

観
光
案
内
所
に
駆

け
込
み
案
内
パ
ン

フ
を
入
手
。
ま
ず

帰
り
の
船
の
ダ
イ

ヤ
を
調
べ
た
。
平

日
は
１
日
４０
数
往

復
、
２４
時
闇
営
業
。

近
場
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
探
す
。徒
歩
の
距
離
に
球
場
が
あ
っ

た
。
マ
イ
ナ
ー
リ
ー
グ
「ス
タ
テ
ン
ア
イ
ラ
ン
ド
・ヤ
ン
キ
ー
ス
」
の

本
拠
地
。だ
が
季
節
は
１
月
末
、シ
ー
ズ
ン
オ
フ
だ
。波
止
場
周
辺

を
ぶ
ら
ぶ
ら
歩
い
て
遇
す
。晶
の
博
物
館
を
見
つ
け
た
が
体
館

日
。
つ
い
て
い
な
い
。波
止
場
に
隣
接
し
て
パ
ー
ク
・ア
ン
ド
・ラ
イ

ド
の
広
い
駐
い
場
（写
童
の
》
。対
岸
に
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
が
か
す
む
。

帰
途
の
船
窒
は
が
ら
が
ら
（写
真
⑥
）
。
船
尾
に
立
っ
て
横

に
長
く
伸
び
る
島
影
に
見
と
れ
た
（写
真
②
）。

島
に
は
有
料
の
市
営
バ
ス
も
あ
っ
て
４
本
の
橋
（地
図
参
照
）

で
島
外
と
行
き
来
す
る
が
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
往
復
に
一番
便
利
な

こ
の
市
営
フ
エ
リ
ー
は
な
ん
と
無

料
。
外
国
人
観
光
客
に
も
こ
の
サ

ー
ビ
ス
は
平
等
で
気
分
が
い
い
。

ま
た
い
つ
か
訪
ね
よ
＞乳
島
な
ら

で
は
の
小
ぶ
り
な
ホ
テ
ル
に
海
ま

っ
て
片
道
概
分
の
縦
断
鉄
道
に
乗

っ
て
み
よ
う
。
年
甲
斐
も
な
く
胸

が
一品
鳴
っ
た
。

（能
古
博
物
館
Ｎ
）
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昌ig貫冒昌暑雪督旨g暑昌昌骨雷昌置轡旨営占昌昌轡置骨畳昌
①①⑬①①③①②①⑤②①②④⑫①①②④②⑭②③①②①①①①

清本城吉岸岸岸木河川金香柏小小尾小小岡岡大大大大大江江浦梅

昌讐暑器営
夢機器堅昌尿曇魯基営
塀僧銚誉]縁暑暑
奎
]暑昏
思富

①②①⑬③⑫①⑥③⑤⑬①①②①①④④③③①①①①②④⑤①③

高芹瀬瀬住住杉杉進白柴柴篠篠執榊境小小小小児小小古甲黒久久
木野野戸本本山原藤橋本戸原田行和 卜山山柳堀玉谷坂賀本国芳世

掛桑答暑
寝霞謙豪彦禦長経暑春

修美王異享軍
轡
傘墜じ撃唇翌甚9

①①④①③③①⑫①①②③③①⑥①①①①①②②◎①①⑬②②①

営魯
]置 旨
母
昌
暑]昌 雷昌昌昌昌昌

昌

量
暑
暑轡

母

言
雪昌昏昌

昌
昌

⑤⑫①④②①①⑭③②⑥①②⑬①①⑥②③②③③⑤④①②①⑥①

曾昌皆昌呂昌昌営】畠昌
魯]昌魯雷宮嶺昌
昌昌晶;暑昌暑昌

①⑤①◎①①⑤⑮①①⑥①①◎②③⑤①①⑩⑬④①③①①①

一及
の
△
蚕
△
Ａ
員

　
（敬
称
略
・五
十
音
順
ｔ数
字
は
会
員
歴
の
年
数
）

個

人

協

賛

会

員

（敬
称
時

五
土

国
暉

数
字
は
舎

員
歴
の
年
数
）

久
保

千
春

熊
谷

豪
二

毛
戸

彰

朔

望

朔

元
則

晃
地

〓
一郎

亀岡上石安明
井部野野藤石

准キ道智文散
輔冒雄享英人
⑬①②⑬②⑩

③②①②◎②

津津多平添仁

償曇魯空曇讐
子

①①⑬②⑤①

原永戸寺寺出

敬野井田坂回

郎
豊
警
隆
曙
親

①③②②②①

松増福藤原原
本田山井真寛
美康智鉄澄
津治美夫
子

②②①⑤②①
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アクセス ………… …………

西鉄バス

」R博多駅 博多口正面Aの りば
30 0、3 0 1、3 0 2番 能古労受‖J場イ子:十匂50分

天神 三越前lAの りば
30 0、3 0 1、3 0 2番 能古〕受朋J場イ子:約30分

市営地下鉄:「姪浜駅」下車乗り継ぎ

西鉄バス蛭浜駅 南口
98番 能古渡n合場行 1約15分

タクシー:約10分

市営渡船(フェリー)

蛭浜一能古島間t約10分

能古島渡船場より博物館まで
・徒歩 :約8分
・アイランドパーク行き西鉄バス停
「能古学校前」下草、徒歩下り約3分

間含せ

姪浜旅富待合所TEL 092-881-8709

能古旅客待台所TEL 092-881-0900

開 館 日/毎 週 金曜 '土曜。日曜と祝日  開 館時間/10:00～ 17!00(入 館16:30まで)

(注)冬 季(12月～2月)は、年末年始及び展示
物入れ替えなどで長期休館を原則としてもヽま  入 館 料/大 人400円 ・高校生以下無料
曳御用の場合は事前にお問い合せ願いま曳   ※ 団体にてご入館の場合は曜日にかかわらずご相談くたさい

渡船場からアイランドパークヘの西鉄バス時刻表 一一一一一一一―
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※ 繁忙期はパス、渡船とも臨時便が運行されます。
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